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影印・翻刻・解題
凡
　
例
　
以下に、黒田清輝宛五姓田義松書簡を翻刻する。翻刻および解題は角田拓朗
（神
奈川県立歴史博物館）
が担当した。翻刻にあたっては以下の点を配慮した。
一、所蔵の明記のない書簡はいずれも東京文化財研究所の所蔵である。二、本文の行取り、文字は原則原文通りとし、影印版と照合できるように配慮した。三、文中には適宜、読点
（、 ）
を加えた。
四、誤字・宛字・衍字がある場合も、原文のままとした。適宜、字の脇に〈
　〉内
に翻刻者の註を記した。
五、踊り字は、平仮名はゝで、片仮名は丶で、漢字は々で示 た。六、書簡の紙継ぎ部は影印版の下縁に△をもって示した。
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五二
黒田清輝宛五姓田義松葉書
（明治四十一年九月二十七日）
　
現在、東京文化財研究所が所蔵する黒田宛義松書簡の中で、最も早い年月日
が記されている葉書。明治四十一年
（一九〇八）
九月二十七日の消印がある。
内容は、過日黒田のもとを訪れた義松が、再び書面にて、次回の白馬会の開催日時を問うもの。この文面からだけではその参館の折に両者が相まみえたかは今一つ不確かな の、こ 次に続く十月十日付の書簡とあわせて考えれば、明治四十一年九月あるいはそれ以前に、義松が黒田を訪れたことはほぼ間違いない。なぜなら、この年九月一日付で義松が所蔵していた初代五姓田芳柳《西南役大阪臨時病院負傷兵施術光景》を東京美術学校へ売却しているからである
）（
（
。
　
現在のところ、黒田と両者の交流が認められる資料は、本書簡群に加え『黒
田清輝日記』がわずかに知 れるばかりである。 『黒田清輝日記』明治三十六年
（一九〇三）
九月二十六日には、義松が白馬会第八回展を訪れ、黒田は久し
ぶりに出会ったと記していることから、その後、両者 交流が再開したと考えられる。ただし、その翌年に開催された白馬会第 回展など 交流したという記述は、 『黒田清輝日記』には見出せない。本葉書が発給された前年、十年
（一九〇七）
に開催された第一回文部省美術展覧会に義松は 《水師営の会見》
を出品していることから、その会場などで面会し二人の交流 再開した可能性が考えられる。　
さて、本葉書の記述で注目すべきは、白馬会展の開催についてうかがった意
図である。ひとつには展覧会を単純に見学するため、二つめ
No.	二十三〇
六二書簡にあるように同展へ出品しようと た め、三つめにそのような対面の機会を利用して自作を売り込むため、以上の三つの説が考えられよう この後に続く十月十日付書簡
（
No.	二十一〇一七）
では、明確に第三説だとわかる
のだが、直接的なやりとりが始まった頃という条件を考える 、第一説、第二説を安易に否定するのもためらわれる。（１）
　『潤筆料受領』明治四十一年九月一日に、以下が記されている。 「一百円
　
東
京美術学校陸軍々医手術ノ図掛亡父筆」 （角田拓朗編『五姓田義松史料集』中央公論美術出版、平成二十七年、四八四頁） 。
拝啓、
　
爾後御無音ニ相成候、
偖先般参舘之節相伺候ヘ共、其後種々雑用ニ取紛失念致候ニ付、尚伺置度義者、白馬會開會日者、 来月何日頃 御座候哉、乍御手数御通知被成下度、　　　　　　　　
草々不備、
　
九月廾七日
東京麹町平河町六、十四、　黒田清輝様　　　
横濱石川中村町廾、
　　　
五姓田義松
〈消印〉明治
（（年
（月
（（日
明治四十一年九月二十七日付葉書
（二十一〇一八）
　（縦十四・〇㎝、横八・九㎝）
（裏）（表）
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五三
黒田清輝宛五姓田義松葉書
（明治四十一年十月十日）
　
明治四十一年十月十日の消印のある葉書。短い文面だが、時候の挨拶
や左腕を患っていた黒田への見舞いの言葉から始まる点に、義松の社交的な一面がうかがえる。内容の趣旨は、義松の旧作のうち写生画を持参したいというもの。これ以前に直接両者が会談した際に、黒田から持参するよう義松は求められたのだろう。同年九月二十七日付書簡
（
No.	二十
一〇一八）
にはこのような具体的な記述がないことから、それ以後に
面談し話が具体化したのかもしれな 。この他 書簡からも明らかな通り、義松は筆まめであり、かつ性急だった そ うち後者の特徴は、旧作の売却益を主な稼ぎにして たことに起因しよ 義松の当該期の収支や状況について 、別稿「黒田清輝宛五姓田義松書簡を読む」を参照されたい。
拝啓、
　
過日参舘之節ハ、左腕御痛
之由、
　
時下秋冷之候、兎角不順ニ付、
御自愛專一、
　
偖、先般御話之舊
冩生畫相携、明後日午前九時半頃参邸之上、種々御話致度存候得共、若シ御差支有之候得バ 何日頃参舘致候テ冝敷哉、御一報奉願候 早々、東京麹町区白河町黒田清輝様　　　
横濱石川中村町
　　
五姓田義松
　　
十月十日
〈消印〉明治
（（年
（0月
（0日
明治四十一年十月十日付葉書
（二十一〇一七）
　（縦十四・〇㎝、横九・〇㎝）
（裏）（表）
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拝啓、
　
昨日は御不快
之處参舘致 失禮仕候、
　
偖、小生明後火
曜日午前九時半頃参邸之上、過日差上置候冩生畫又者ギヨール油畫之事ニ付
　
小生之考も申上、御意云々相伺度、
　
就而者、五・六日中ニ
冩景旁近縣旅行致度（
家業用不得止
）候ニ付、
　
夫レ
前ニ一寸御目ニ掛、御噺仕度存候間、御承知被
明治四十一年十月二十五日付書簡
（二十一〇〇六）
　（縦十七・四㎝、横六十・三㎝）
黒田清輝宛五姓田義松書簡
（明治四十一年十月二十五日）
　
明治四十一年十月二十五日の消印がある書簡。先の
No.	二十一

〇一七葉書に
ある十日以後、そして本書簡消印の二十五日の間に、義松は一度黒田の元を訪れた。折悪しく、黒田の体調は優れなかったため面会は叶わず、義松はその訪問詫びることから書簡は始まる。続く文章で、早速、再訪問したい旨を告げ、過日に預け置いた旧写生画ならびに「ギヨール油画」の売却について具体的に相談したいと願って る。ただし、近日中に制作のため近県に写生 出かけるので、もし都合が悪ければ連絡してほ いと文章を結んでいる。売却したいと う強い希望はあるものの、制作に出かけると う意図はどこにあ か。義松 日記にはその写生旅行は記録さ ていない
）（
（
。また、義松の作品販売記録にあたる『潤筆料
受領』には、その写生 結果と認められ 作品は見当たらない
）（
（
。すると、黒田を
誘い出すための仕掛けだったとも考えられる。ここに言及される旧写生画ならびに「ギヨール油画」については、
No.	二十一〇三六書簡の解題を参照のこと。
（
（）　『五姓田義松史料集』 、一五〇︱一五一頁参照。
（
（）　『五姓田義松史料集』 、四八四︱四八六頁参照。
△
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五五
東京麹町平河町六、十四、　黒田清輝様
〈消印〉明治
（（年
（0月
（（日
　
十月廾五日
　　 　
横濱石川中村町
　　 　
五姓田義松
封筒（縦十九・七㎝、横七・九㎝）（表）（裏）
下度、
　
若シ御差支有之候
へバ、何日頃参邸致冝敷候哉、
　
御一報奉願候、
　
早々
　　　　　　　　　　　
頓首
　　
十月五日
　　　
　　
五姓田義松
　
黒田清輝様
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拝啓、
　
過日端書ニて、金曜・
土曜日之午後者御在宅の由御申越被下候ニ付、右両日中ニ者是非共参邸致、御面話致度存居候處、
　
小生三両日
前より風を引込、昨日出京之積ニて支度致候ニ 常なる寒けを感シ、他出 兼、今日も矢張同様ニて、乍遺憾書面を以て申上候
　
そは過
般御話之通リ、ギーヨール油畫并ニ拾弐枚之舊冩生畫ニて、代金五百円ニて、拂方ハ來春との事被仰候、此儀ニ付、拝顔之上御話致度候得共、
　
先ツ大略者右之通リニ御座候
明治四十一年十月三十一日付書簡
（二十一〇〇七）
　（縦十七・四㎝、横七十六・一㎝）
黒田清輝宛五姓田義松書簡
（明治四十一年十月三十一日）
　
先の
No.	二十一

〇〇六書簡から一週間経て認められた書簡。逼迫する家計
を鑑み、矢継ぎ早に書簡をやりとりして、何とか年末までに旧作を売却しようと義松が息巻いていることがわかる。先の書簡との間には、黒田方より、都合のよい日時を知らせる葉書が到着したこ が、本書簡 記述から判明する。残念ながら、神奈川県立歴史博物館が所蔵す 五姓田義松関係史料群の中にその葉書は含まれていない。　
さて、本書簡は老齢の身にひいた風邪のため、急く気持ちはありながら、黒
田のもとを訪ねるこ ができない詫びを述べる部分が冒頭部にあたる。先の書簡では近日中に近県をまわると認めて ながら、風邪 ひいたためなのか、そのようなそぶりがうかがえる記述は れ 。やはり、早く購入するよう黒田に促す仕掛けだったのかとその真意 否定的に理解するのが適当と考えたくなる記述である。そしてそ 詫びを述べ終わると、 一気 本音がつづられる。すなわち、至急、旧作を購入してほしいという強 要請である。　
ここでひとまず確認すべきは、この書簡以前のところで、 「ギヨール油画」
ならびに「旧写生画十二枚」をあわせて五〇〇円で売却すること 合意していたという記述である。明治四十一年当時、五〇 円は決して少額では よって、この合意は義松の一方的な理解か、あるい 真に共通理解なのか 慎重に検討する必要があろう。さらに、 その支払い 来春すなわち明治四十二年
（一
九〇九）
の年明け以後になることに、義松は強い危惧を抱き、年内に一〇〇円
ないしは一五〇円を支払うよう黒田に切々と訴えている。年末に掛取が借金を集金する仕組みは、市井に暮らす者たち とって近世以来変わりなかったのだろう。相談したい内容が重要 だけ 、近いうち 義松が直に黒田 訴えたい旨を記し、本書簡は締められている。
△
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五七
東京麹町区平河町六丁目十四、　
黒田清輝様
　
　　 　　
親展
〈消印〉明治
（（年
（0月
（（日
十月三十一日　　　
横濱石川中村町廾、
　　
五姓田義松
封筒（縦十九・九㎝、横七・九㎝）（表）（裏）
小生の家事不如意なる者、兼て御承知之通故、
　
此年末
ニ者必掛取勢之包圍を受、非常ナル場合ニ相成事ハ眼前ニ相見居候間、
　
年内ニ
百円又ハ百五拾円（
ならば
　
　　
幸甚
）
頂戴致シ、其他を來春御都合ニ依り 両度位ニ御拂被下候て冝敷候ニ付、右御含置被下度、
　
何れ近日午後
参舘之上、種々 話可致候、　　　　　　　　
早々拝具、
　　
十月卅一日
　　
五姓田義松
　
黒田清輝様
△
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五八
寒気相益候處、愈々御清栄奉賀候、
　
爾後
御無音ニ打過、失禮致候偖、過般御話ニ者中村氏ハ二週間後ニ 帰京との事ニ付、二・三日中ニ者、彼ギーヨウール油繪携帯ニて、上野美術学校へ罷出べくと存居候、
　
就者、先般も御話
有之候右代價之義者、小生巴里滞在之時辛苦の中ニ認候候物ニて、モデール料中ニ者、知人之者 義務ポーゼーを致下れ候のも有之
明治四十一年十一月二十五日付書簡
（二十一〇三六）
　（縦十七・九㎝、横八十二・五㎝）
黒田清輝宛五姓田義松書簡
（明治四十一年十一月二十五日）
　
No.	二十一

〇〇七書簡からおよそ一ヵ月を過ぎた頃の書簡。
No.	二
十一〇〇七書簡の末尾に記された訪問が実現したのか、あるいはこの間に書簡のやりとりがおこなわれたのかは本書簡から判然とはしないが、具体的な持参のことなどが ていることを考えれば 交渉はあった だろう。ただ には無沙汰を詫びていることから、交渉があったとすれば十一月前半 のように推定され 。　
本書簡の内容は、第一に「ギーヨウール油画」を持参する具体的な
手筈について。第二に同作の制作の詳細について。第三に売却価格についてである。まず、第一の事項から。既に指摘したことだが、 「ギヨーウル油画」あるいは「ギヨール油画」 「ギニヨール油画」などとも表記されるこの作品は、 義松滞仏期 大 として知られる《操芝居》（明治十六年
　
東京藝術大学蔵
）である。義松のフランス語力に不足が
あるためか は一定しない 、
ginol の音をとったことを考えれば
《操芝居》であることは明白だ。それを義松が上野の東京美術学校に持参し、中村氏に手渡すことが記されて る。ここに登場する中村氏とは当時西洋画科助教授をつとめ、公私にわたり黒田 補佐役を担っていた中村勝治郎だろう。黒田から指示され作品購入の事務手続き具体的におこなっていたものと推定 。　
続いて、第二の事項について。本作の制作にあたり、モデルを雇い
制作したこと、そのモデル料が高く計一二〇フランに達した苦労を黒田に披露 ている。確かに《操芝居》の画面 見る 同じ女性が繰り返し登場することがわかり、そこに本作 不思議な魅力 あったりもする。加えて本書簡から判明するのは モデルの 配が困難だった当時の義松の苦しい生計がその一因にあ たというこ である。　
戸外の取材ながら、スタジオ内で構成された雰囲気のあるそ 画面
には、大画面風俗画、群像劇に挑戦することでサロン入選を獲得しようとした義松の気合いが忍ばれる。しかしながら 経済的な理由もあ
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五九
候得共、実之處百二十法餘を拂居候、
　
且ツ此度右繪
畫之事ニ付種々御盡力被下たる方々ニ對ても（
小生之心が
　
許不申候ニ付
）
聊か分ニ應、御禮之印斗致ねば不相済事
　
又者年
末之事とて物入多き時季と相成候間、可相成右代金ハ二百円か、又ハ百八十円位ニて御採用ニ相成様、御取斗被成下度、此段御含迄テ願置候、
　
何れ其中ニ
参舘之上、御面話可致、　　　　　　　　　
早々拝具、
　　
十一月二十五日
　　　
　　　　　　　　
五姓田義松
　
黒田清輝様
って、その実現すなわち完成には至らなかったのだろう。既に指摘している通り、本作には塗り残し部分が画面下部に認められ、かつ義松自身が「未成画」と記すことから、未完成である事実を改めて考えるべきなのだろう
）（
（
。一方で、未完成ながらサインを入れた意図は、それ
こそ売却を希望したためなのかもしれない。　
最後に、第三の事項について。先に指摘したモデルを用いた苦心譚
は、近代日本の洋画家たちの多くが語るところである。義松はその普遍性に加え、パリでの制作という特殊性を黒田に示し 狭いコミュニティーにともにいたことから生まれる同情をひきだそうと狙ったと推測される。そして、そのよう 具体例を挙げること より、制作経費を考慮す ば二〇〇円は決して高額ではないと論証したかったのだろう。ちなみに、義松のフランス滞在時の支出は『
Le Livre de D
épenses 』
に詳細にまとめられ、収入は『潤筆料受領』にまとめられる。それらの記述にある明治十六年（一八八三）を見ると、支出三三五八フラン余、収入一九五六フランと明らか 赤字だった。　
さらに制作の背景に焦点を展開すると、 『
Le Livre de D
épenses 』には、
明治十六年三月二十三日にモデル料として五フラン、同二十七日三フラン、同三十日十二フランなどが記載さ てい
る
）（
（
。その他、アトリ
エ、絵具など制作経費はいくらあっても不足したことが容易に想像できる。つまり、本書簡で吐露されている惨憺たる実体験を念頭において、義松が切々と訴えた内容はあながち嘘ではないのである。（
（）　《操芝居》 については、 既に別に指摘している。 『五姓田義松史料集』 、二二八︱二二九頁参照。
（
（）　『五姓田義松史料集』 、二八二頁参照。
△
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東京麹町区平河町六丁目十四、　黒田清輝様
〈消印〉明治
（（年
（（月
（（日
十一月廾五日　　　　
横濱石川中村町廾、
　　
五姓田義松
封筒（縦十九・七㎝、横八・〇㎝）（表）
（裏）
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六一
貴翰拝誦致候處、此度美術学校ニ於て、ギニヨル油繪御買取ニ相成候由、
　
小生之幸此ニ過たる者無御坐、就者、段々御配慮被成下難有奉存候、
　
何れ其中ニ
参舘之上、御禮可申述候ヘ共、先ツ不取敢、書面を以て御厚意之段、不残御禮申　　　　　　　　　　
上候、
　
早々拝具、
　
十二月二日
　　　
　　　　
五姓田義松
　　
黒田清輝様
明治四十一年十二月二日付書簡
（二十一〇二七）
　（縦十七・九㎝、横三十九・三㎝）
黒田清輝宛五姓田義松書簡
（明治四十一年十二月二日）
　
No.	二十一

〇三六書簡は十一月二十五日付で、早く購入してほしいと義松が黒
田に願う内容だった。本書簡は十二月二日付で購入が決定されたことに対する礼状となっている。その間およそ一週間ほどであり、義松の願いを聞き届けた上で素早くも指示した黒田の手腕がうかがえる内容でも る。高額での取引である 、義松苦難を救う重要な取引だったことなどが、このような滑らかな文章でかつ素早い礼状になったと推察される。
△
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六二
東京麹町平河町、六丁目十四、　黒田清輝様
〈消印〉明治
（（年
（（月
（日
　　
十二月二日
　　
横濱石川中村町廾、
　　 　
五姓田義松
封筒（縦十九・五㎝、横八・〇㎝）（表）
（裏）
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六三
黒田清輝宛五姓田義松葉書
（明治四十一年十二月十六日）
　《操芝居》の代金を受領したことを黒田に報告するとともに、礼を述べた葉書。よほど至急に受取りたかったのだろう、十二月九日に横浜から上野の東京美術学校まで直々に出向き、代金を受けとっていたことが本書面からわかる。ちなみに
『潤筆料受領』には、十二月十五日、希望価格である二〇〇円で購入されたことが記されている
）（
（
。この金額は、東京美術学校西洋画コレクションの明治期に購入
した作品のうち、最高額のひとつというから、ただ義松の希望額のままという意味でなく、黒田自身が正しく評価した も読める
）（
（
。
（
（）　『五姓田義松史料集』 、四八四頁参照。
（
（）　
福田徳樹「東京美術学校における明治・大正年間の西洋画収集」 『明治前期油
画基礎資料集成
　
東京芸術大学収蔵作品
　
研究編』中央公論美術出版、平成三年、
一八〇頁参照。
拝啓、
　
豫て承候通、昨日
出京登校之上、繪畫代金正ニ領収致候ニ付、此段一寸御禮申上候、
　
早々拝具、
　
十二月十六日
東京麹町平河町六、十四、　黒田清輝様　　　
横濱石川中村町
　　　　　　　　　
廾、
　
五姓田義松
〈消印〉明治
（（年
（（月
（（日
明治四十一年十二月十六日付葉書
（二十一〇三四）
　（縦十四・二㎝、横九・〇㎝）
（裏）（表）
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拝啓、
　
其後者意外の御無沙
汰ニ相成 失禮仕候、
　
小生昨年
末帰濱之節夜ニ入電車中ニ風を引込、一月下旬迄テ輕性風邪ニて 籠居候處、昨日出京参舘致候節、折あしく御留守ニて失望仕候、
　
偖、乍略儀書面を以て
申上候、
　
兼而御話之白馬會
春季開催者何月頃ニ相成候哉、
　
小生も一・二面出品
致度存候ニ付 其手續追テ拝眉之上、相伺可申候、
　
就者
客年差上置候冩生水彩畫代金、來月下旬
明治四十二年一月三十日付書簡
（二十三〇六二）
　（縦十八・〇㎝、横五七・五㎝）
黒田清輝宛五姓田義松書簡
（明治四十二年一月三十日）
　
明治四十二年一月末の書簡。冒頭で無沙汰を詫びていることから、前
年暮れの十二月十六日に送った
No.	二十一

〇三四葉書以後、義松と黒
田の間には音信がなかったものと推測される。義松は先の書簡で《操芝居》売却が叶った御礼を認め のち、一月下旬まで風邪で伏せっていたと申告する。その後、黒田のもとを訪ね が不在だったために、本を認めたとわかる。　
本書簡の内容は二点。一つは白馬会展への出品手続きの詳細をうかが
う旨。もう一つは、昨年に預けた写生画、水彩画 代金を二月下旬までに受け取りたいと依頼する旨である。明治四 二年春に白馬会展を開催する情報を義松がどのように知った かは不明であり、あるいは黒田が同展に誘ったのかもしれない。だが現実 四月十六日から五月十二日まで、赤坂溜池三会堂にて開催された白馬会第十 回展に義松 出品は確認されない。この事実 あって、この記述に続く つめの内容すなわち前年来継続している旧作の購入 のためのリップサービスとも邪推される。　
次に、 後半で言及される「写生水彩画」の具体像について言及しよう。
素直に読む限り、キャンバスや板 描かれた油彩画ではなく、洋紙に鉛筆や水彩絵の具で描かれた作例を指示する だろう。 《操芝居》ばかりでなく、種々の作品を黒田に預けた義松は、こ 時点で大作以外が少ない事実に苦慮していたのだろう。前年暮れにも借金返済の めに苦しむ家計を直截的に黒田に訴えていたことを考え ば、こ 書簡を認めた頃も、何ら状況が好転してい っ もの 推定さ 。し がって、その売却を確実なものとしたいと黒田に直談判したか にちがいない。その真意があったために、白馬会へ出品するために黒田 面談の上相談したいという記述が生まれたのではなかろうか。このような強引さは、後年、黒田が義松を避ける要因となっていく。
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247
六五
ニ御下渡ニ相成候様、御取斗被下候ハゝ難有奉存候
　
餘者参邸之節ニ譲リ、先右迠ニ御座候、
　
拝具、
　　
一月三十日
　　　
　　 　　
五姓田義松
　
黒田清輝様
東京麹町平河町六、十四、　黒田清輝様
〈消印〉明治
（（年
（月
（0日
一月卅日　　　　
横濱石川中村町廾、
　　
五姓田義松
封筒（縦十九・六㎝、横七・九㎝）（表）（裏）
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拝啓、
　
昨日者御用繁之
處、参舘致し失礼仕候、其節御話ニ彼七枚の水彩鉛筆混合冩生、一枚ニ付十二円なれば明年度ニ操越様ニと被仰候、
　
拙生帰宅後、種々考へ候ニ、少々計畫致候物有之、
　
且ツ諸拂も積居候ニ付 彼是ニて金子要用之場合ニ付、右畫一枚ニ付、十一円として既御承諾ニ相成たる諸油畫と共ニ、今回御採用と相成候ハゝ難有奉存候、
　
僅ニ七円の行
さつニ者候得共、
　
昨今拙生之身
明治四十二年十月三日付書簡
（二十三〇六三）
　（縦十八・〇㎝、横六十八・〇㎝）
黒田清輝宛五姓田義松書簡
（明治四十二年十月三日）
　
明治四十二年は一月の書簡
（
No.	二十三

〇六二）
のあと、しばらく間
があって本書簡が続く。本書簡発給の前日、義松は黒田のもとを訪れ面談したと記される。その折の話題の中心は、やはり義松の旧作売却だったようだ。水彩画と鉛筆画を取り混ぜた七点、一点につき十二円で次年度に東京美術学校で購入するよう黒 が取り計らおうと承知した旨が本書簡からは読み取れる。しかし、義松は帰宅して諸々考え、そのところを伝えると文面は続く。背景にあるのは、相も変わらず義松の借金である。至急、金銭が必要なので、先の話にある一点十二円という金額を十一円に引き下げ、既に承諾を得ている油彩画とともにこの年 に買い上げていただきたいと訴える。わずか七円の差では が、困窮する義松にとっ は大きな差であることは本人が記す通り ある。しかし減額したところで、買い上げる東京美術学校としてはたいした差でもなく、果たして要求通りすべてを買い上げてくれるのかと義松は心配していたようだ。近日中に、油彩画の習作を黒田のもとに持参す ので、も 在宅であれば直談判したい旨が記され、お含み置きください 書簡 結ばれる。このあと四通続く一連のやりとりの始まりである。
△
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六七
ニ取候時ハ、随分為ニ相成候間、
　
此義御 斗被成下候ハゝ、幸甚之至、
　
此事ニ御座候、
　
何れ近日エチード油畫持参之節幸ニ御在宅なれば其砌リ、否哉 意見相伺可申候得共 先御含迄申述候、
　
草々拝具、
　　
十月三日
　　　
　　 　
五姓田義松
　
黒田清輝様
東京麹町平河町六、十四、　黒田清輝様
〈消印〉明治
（（年
（0月
（日
十月三日　　
横濱石川中村町廾、
　　 　
五姓田義松
封筒（縦二十・三㎝、横八・〇㎝）（表）（裏）
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拝啓、
　
過日油繪三枚
持参致候、
　
御留守ニ付
御家從ニ御渡申置候、
　
其節申上度義者、兼て御話仕置候通、此度略ホ二百円計要用有之候間、
　
過日書面を以て水彩畫七枚、一枚ニ付十一円ニ 買上願置候得共、美術校の御都合ニ依リて者、過日拝顔之節御話之通り、一枚ニ付十円之割合ニて冝敷候間、右御含置被下度、
　
就てハ右水彩畫ハ
昨年之通、小生直接ニ美
明治四十二年十月十日付書簡
（十二〇三五）
　（縦十八・一㎝、横六十三・〇㎝）
黒田清輝宛五姓田義松書簡
（明治四十二年十月十日）
　
作品の移送を直接的に記した書簡。本書簡に先立つ数日前、義松は黒
田邸に油彩画を三点持参したという。その詳細は不明。黒田は不在だったので、その節に伝えたかった内容を書簡に認めたと記す 曰く、二〇〇円ほど要用 なり、至急工面しなければならなくなった。そのため、水彩画七点、一枚に付き十一円で買い上げていただきたいという。ここまでは、過日、黒田と面会した折に直接伝えたと文面に記し、事実、
No.	
二十三〇六三書簡にそのやりとりが認められる。続 て、東京美術学校側の都合もあろうから、一枚十円で結構だ ら、取次 よろし と黒田に託す。ここでいう都合とは東京美術学校側の予算のこ か、購入時期か判然としない。都合の詳細がいずれにしても、 きる限り速やかに支払をしてもらいた ために価格を減じ交渉する義松の姿勢の低さが印象的である。　
最後に、作品を同校へ持参すべきか、黒田邸に持参すべきか 尋ねて
いる。買い上げが決定していないに かかわらず 気の早い話であるが、それほどに義松は困ってもいたのだろう。また、作品の納入はその時々によって、いずれにも届けられたことが推定され、教育参考品 購入は柔軟 、他面ではルーズに黒田と東京美術学校の間で作品が移動していたことがあわせ 判明する。
△
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六九
術校へ御届申て冝敷候哉、
　
又者、貴舘へ持参可致候哉、
　
此義御一報被成下度、
　
拝具、
　　
十月十日
　　　
　　　　　　
五姓田義松
　
黒田清輝様
　
　　　　　
貴下
東京麹町平河町六丁目　
黒田清輝様
〈消印〉不詳年不詳月
（0日
十月十日　　　　　
横濱石川中村町廾、
　　
五姓田義松
〈消印〉明治
（（年
（0月
（0日
封筒（縦十九・三㎝、横七・二㎝）（表）（裏）
△
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黒田清輝宛五姓田義松葉書
（明治四十二年十月十六日）
　
黒田から届いた葉書に対する返礼と回答。残念ながら、黒田から
の葉書は管見の限り現存しない。内容は、繰り返しになるが、預け置いた油彩画の支払の催促。文中、 「プリー」とあるのはフランス語の「
prix 」 、すなわち代金を意味する。その代金をなるべく早く
頂戴したいと手短に訴えるとともに、黒田から依頼されたと推定される履歴書の提出についても承知した旨を伝える。履歴書をめぐる考察は、
No.	二十三〇六一書簡解題を参照のこと。
拝啓、
　
過日は貴書被下、難有奉存候、
偖て、先般差上置候油畫のプリー者、本月下旬可相成ハ、早く御渡ニ相成様御取斗被下度
　
就者、履歴書者
近日持参、又ハ郵便ニて御届可申候、尚右代金テウシエーの日限御確定之節ハ、御通知奉願候、草々不一、東京麹町平河町六丁目黒田清輝様　　　
横濱石川中村町
　　
五姓田義松
　
十月十六日
〈消印〉明治
（（年
（0月
（（日
明治四十二年十月十六日付葉書
（二十三〇四四）
　（縦十四・一㎝、横九・〇㎝）
（裏）（表）
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拝啓、
　
其後者御無音ニ相成
失禮致候、
　
偖て、昨日家業
用を帯、出京致候ニ付、参舘致度存候處、不図電車の都合あしく刻限を失乍遺憾帰宅仕候、
　
不得止
書面を以て願候ハ、過日端書ニて申上置候通り、小生昨今金子入用
（種々なる方面より催促）
有之、
　
実ニ焼眉之急ニ御坐
候ニ付、四・五日中ニ兼て差上置候油繪代金 美術校より御拂渡ニ相成様御取斗被成下度、
　
尚種々なる
明治四十二年十月二十三日付書簡
（二十三〇六四）
　（縦十八・一㎝、横五十七・一㎝）
黒田清輝宛五姓田義松書簡
（明治四十二年十月二十三日）
　
預けていた作品買い上げ並びにその支払を催促する書簡。ここでもま
た上京したものの、 黒 と会えなかったことを歎く記述がある。続いて、方々からの借金のため困り、金銭が至急必要であると訴える。本書簡に記された表現は他の書簡と比較して直接的な言葉が多く、不躾な印象が強い。昨年来の付き合いもあり、義松は黒田に本音をぶつけても構わないと判断したのだろうか。
△
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御話仕度候間、何れ其中ニ参上可致候、
　
先者當用
迠、
　
草々頓首、
　　
十月廾三日
　　 　　　
五姓田義松
　
黒田清輝様
東京麹町平河町六丁目　
黒田清輝様
　
　　 　
親展
〈消印〉明治
（（年
（0月
（（日
十月廾三日　　
横濱石川中村町廾、
　　
五姓田義松
封筒（縦十九・〇㎝、横七・九㎝）（表）（裏）
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黒田清輝宛
　
五姓田義松書簡
　
影印・翻刻・解題
255
七三
拝啓、
　
先般御話之小生履
歴書其後早速御郵便可致筈之處、
　
兼認掛居
候油畫仕上方至急を要候故、（揮毫料全部数度ニ受取済ニ付無據
　　　　　　　
）
寸暇無之、遂ニ延引と相成候、 （
夜分ハ眼朦朧として新紙一枚讀兼候ニ付
　
）
明後日當り者皆出來致候ニ付、左候得バ履歴取調持参可致候
　
就者、過日
願上置候油
エチウド
畫代金至急
入用（非常なる場合）有之候間御下渡ニ相成様、御配慮被下度、
　
過日之御手紙ニてハ、
明治四十二年十月三十一日付書簡
（二十三〇六一）
　（縦十八・一㎝、横六十三・二㎝）
黒田清輝宛五姓田義松書簡
（明治四十二年十月三十一日）
　
黒田に求められた義松の履歴書の提出が遅れていることを詫びた書
簡。本書簡の用件はもう一つ、昨年と同じく年末のやり繰りのため、追加で油彩画習作 買い上げを依頼する内容である。前者の用件は、義松作品を購入するにあたり、事務手続き上必要だったものか。あるい 参考品の付属資料として提出を依頼したものか詳細は不明。いずれにしても現在、東京藝術大学には該当する資料は現存しない。神奈川県立歴史博物館が所蔵する五姓田義松関係史料群の中には履歴書が複数あるもの、ここで求められている年とはやや隔たりがある
）（
（
。履歴書提出が遅延
した理由として、義松は制作のため多忙だっ と記す。既に揮毫料を貰い受けてしまっているため、油彩画の仕上げを急 でいると記し、さらに視力が衰えたのか、夜分には制作はおろか新聞 読むこと ら覚束いと黒田に漏らすほどだ。満年齢五十四歳をこえた身体には、厳しい現実があったことだろう。義松の予定で 本書 認め いる明後日に完成し、その後、履歴書を持参するという。　
この持参はまた、もう一つの用件、新たな作品購入を促すための直
談判につなげたにちがいない。こ こ が功を奏したか、 『潤筆料受領』の翌月十五日に以下の記述、 「百二十九円
　
美術学校ヨリ
　
仏国巴里ニ
於テ写生エチウド油画婦人二枚、明治初年束写小形三枚 同ク日本婦人一枚」がある
）（
（
。すなわち今日東京藝術大学大学美術館に伝わる《西洋婦
人》ほかがこの記述に該当する。順調に制作と売却が叶った義松は、少しは安穏とした年越しを迎えたことだろう。（
（）　『五姓田義松史料集』 、三一︱三四頁参照。
（
（）　『五姓田義松史料集』 、四八五頁参照。
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東京麹町平河町六丁目　黒田清輝様
〈消印〉明治
（（年
（0月
（（日
十月三十一日　　　
横濱石川中村町
　　
五姓田義松
封筒（縦十九・三㎝、横八・〇㎝）（表）（裏）
五・六日間者、非常ニ御取込の由ニ付、何れ其中御方附たる頃を見斗、参舘之上精しき事を御話可致候、　　　　　　　
早々頓首、
　　
十月三十一日
　　　　　
五姓田義松
　
黒田清輝様
△
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黒田清輝宛
　
五姓田義松書簡
　
影印・翻刻・解題
257
七五
拝啓、
　
其後参舘致
度存居候處、舊臘より日限物を引受単日之事とて揮毫方捗取不申、引續認居、意外之御無沙汰と相成、相済不申候右認物も矢張ダンマポーシウ之都合上、取急き居候故、何れ落成之上者、早速参邸致し悠々世上之御奇話等相伺度、
　
餘者拝眉之上、
　
早々
明治四十三年一月二十五日付書簡
（二十三一一七）
　（縦十七・一㎝、横四十八・三㎝）
黒田清輝宛五姓田義松書簡
（明治四十三年一月二十五日）
　
明治四十二年は慌ただしくも東京美術学校により二度の買い上げがあ
り、義松にとって喜ばしい年だったと考えられる。翌明治四十三年の二人の交渉を伝える書簡は、 現存する点数としては他の年と比較して多く、一月二十五日付の本書簡を第一報として九通を数 る。本書簡冒頭、前年十二 から日限の依頼があり忙しく年が明けても制作していたことが記され、前年末にはほぼ交渉 なかったと判明する。文中、 「ダンマポーシウ」とあるのはフランス語「
dans m
a poche 」のことか。直訳すれば
「私のポケットの中」 、 つまりは手持ちの金銭という意味合いと解される。その乏しい状況のため、制作にいそしみ、結果、黒田のもとに参上できなかったと詫びている。その が終わり次第、 「悠々世上之御奇話等相伺度」と記す。ゆっくりと世間話を互 に わすような関係だったとは、他の書簡などからしても考えられないもの 、珍しくもやや余裕のある文面である。
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東京麹町平河町六、十四、黒田清輝様〈消印〉明治
（（年
（月
（（日
一月廾五日　　　　
横濱石川中村町
　　
五姓田義松
封筒（縦二十・五㎝、横八・五㎝）（表）（裏）
　　　　　　　　
頓首
　　
一月廾五日
　　
五姓田義松
　
黒田清輝様
△
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黒田清輝宛
　
五姓田義松書簡
　
影印・翻刻・解題
259
七七
拝啓、
　
過日御尋申候處、
御留守ニて失望仕候、偖、此程明治三・四年頃之冩生油畫見出候ニ付、御覧ニ入度、其他ニ渡辺の古冩生畫之事ニ付、種々御話致度存居候、
　
就者、何日
頃参邸致て冝敷候哉、御都合相伺候、鳥渡右御通知相願度、
　
餘ハ
拝顔之上、草々頓首、
明治四十三年三月一日付書簡
（二十八〇二八）
　（縦十八・〇㎝、横五十・九㎝）
黒田清輝宛五姓田義松書簡
（明治四十三年三月一日）
　
新たな作品の売り込みを始めることを告げる書簡。また、義松が明治
洋画史形成に資する作品の売り込みに方針を明確に転換したことがわかる書簡である。　
明治四十三年一月二十五日付の
No.	二十三

一一七
書簡以後、この書
簡を出す前までの間、おそらく二月のうちに黒田を訪ねたようだ。しかし、 不在だったの 本書簡 て訪問の意図を記している。曰く、 明治三、四年頃に描いた「写生油画」があり、ご覧に入れたいと う内容。ここにある「写生油画」が、油彩スケッチにあたるのか、鉛筆や水彩による写生画と油彩画との両者、複数点なのかは不詳である。　
さらに書簡には「渡辺の古冩生畫」とあり、義松の高弟であり義弟の
渡辺文三郎と思しき人物の古い写生画について言及されてい だし、その後に続く文言によれば それらについて黒田とともに語り合いたいという趣旨である。その作品も売却しようと うところまでは本書簡にはまだ明確に記されていない。
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東京麹町平河町六丁目　
黒田清輝様
〈消印〉明治
（（年
（月
（日
三月一日　　　
横濱石川中村町
　　
五姓田義松
封筒（縦二十・一㎝、横八・五㎝）（表）（裏）
　　
三月一日
　　 　　　
五姓田義松
　
黒田清輝様
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黒田清輝宛
　
五姓田義松書簡
　
影印・翻刻・解題
261
七九
黒田清輝宛五姓田義松葉書
（明治四十三年六月三十日）
　
黒田から到来した書状に対する返礼。黒田の書状は義松関係史料群に
は見いだせない。前後の内容から黒田の書状を推測すると、以下のようになろう。五月頃義松から預けられた旧作を東京美術学校が買い上げる件について、黒田の一存では決めかねる。そこで正木直彦東京美術学校長の承諾を得る必要があるが、現在のところ、日英博覧会のためイギリスに赴いているため 帰国を待たなければならない
）（
（
。そのことを了解さ
れたい。そ ような内容の書簡 得て 義松は前向きな回答と理解し、わずかな言葉のみで正木の帰国を待つ旨を返答し、帰国後の黒田による働きかけを期待したの ある。この後 紆余曲折は、以後の書簡解題を参照されたい。（
（）　
正木直彦の活動については、以下を参照した。 『十三松堂日記』一

四巻、中央公論美術出版、昭和四十一年。なお、明治四十一年の活動は第一巻に収められ、 四巻所収の年譜により詳細を把握することができる。
拝啓、
　
貴書拝讀致候處、
御申越之義御尤ニ存候、
　
何れ
校長殿御歸朝之節ハ、冝敷奉願候、
　
又其中ニ御都合冝
敷候得バ、幸甚之至りニ 座候、
　
　
六月卅日
　　　　　
草々頓首、
東京麹町六、十四、　黒田清輝様　　　　
横濱石川中村町
　　
五姓田義松
〈消印〉明治
（（年
（月
（日
明治四十三年六月三十日付葉書
（十九〇八五）
　（縦十四・二㎝、横九・〇㎝）
（裏）（表）
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其後者引續鎌倉避暑地へ御滞在ニ候哉、
　
過般來
折悪懸違拝顔不致、丸であさ顔日記冝敷ニて、白髪之男みゆきニては憾心不仕候、餘事者偖置、小生此度少々異な物を考案致候ニ付、御覧ニ入たる上、御相談仕度存 間、
　
何日頃ニ参舘
致して御面會 相成候哉、
　
乍
御数、御差支無之日時一寸御通知被成下度、
　
右願上候、
　　　　　　　　　　
草々頓首、
　　
七月十八日
　　
五姓田義松
明治四十三年七月十八日付書簡
（二十八〇二三）
　（縦十八・〇㎝、横四十四・五㎝）
黒田清輝宛五姓田義松書簡
（明治四十三年七月十八日）
　
夏、黒田は避暑として東京の邸宅を離れ、鎌倉に設けられた別荘にし
ばしば滞在していた。義松もまたその事実を何らかの情報源より知っていた模様。なかなか面会できないことを『朝顔日記』に仮託している点は、義松の教養の度合いを知る上で 興味深い
）（
（
。ご機嫌伺のような差し
さわりのない文面ながら、趣旨は「異 物」を考案したので披露したいというもの。趣旨とは記したものの、実のところ、 提案は虚偽で、要するにこの後に続く、いつ訪問してよろしいかという伺いが本心だろうと他の書簡からも類推される。あるいは、この頃、自製販売を模索していたフィキサチーフのことを指示する可能性もわずかにあるが定かでない
）（
（
。いずれにしても、様々な策をこらす義松が痛ましくもあり、かつ
逞しくも感じられる。（１）
　
義松の教養の傾向や度合いについては、かつて言及したことがある。
幕末の江戸市井に生まれ暮らした人物よろしく、近世文化圏のそれにおおよそ属し、そこで好まれた文学等を一般教養として身に着けていた可能性が高い。 『五姓田義松史料集』 、六九︱七〇頁ほか参照
　
。
（
（）　
義松によるフィキサチーフ自製販売が試みられたのは明治四十三年の
こと。詳細は以下を参照の と。 『五姓田義松史料集』 、二二三︱二二四頁参照。
△
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黒田清輝宛
　
五姓田義松書簡
　
影印・翻刻・解題
263
八一
　
黒田清輝様
東京市麹町平河町六、十四、　黒田清輝様
　
　　 　
親展
〈消印〉明治
（（年
（月
（（日
七月十八日　　　　　
横濱石川中村町廾、
　　
五姓田義松
封筒（縦十九・四㎝、横七・二㎝）（表）（裏）
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黒田清輝宛五姓田義松葉書
（明治四十三年十一月二十二日）
　
現存する書簡だけで考えれば、本書簡の直近に発給された書簡は同年
七月のこと。同書簡
（
No.	二十八〇二三）
の解題にも記したように、義
松は黒田に重ねて面会の催促をしただろうが、他方ここに言及される通り、正木直彦東京美術学校長の帰朝を待つため、随分と焦らされただろうと推測される。筆まめかつ常時困窮していた義松にとって、四ヵ月弱は長い時間だっただろう。　
さて、本葉書は正木が帰国したことを義松が把握したところから始ま
る。この年、日英博覧会のため正木はイギリスへと渡っていた。その帰国を受け、黒田を仲介に預けおいた作品の売却手続き すすめるよう交渉したいという趣旨である。東京美術学校西洋 科教授の黒田の意向は強くとも、学校長である正木の承認を得なければ、参考品買い上げ 話を進めることは叶わなかったのだろうか。あるいは義松の度重なる申し入れ 避け ための方便かもしれない。そして、何とかして買い上げして欲しい義松は、 文面の末尾 への面会をまたま 申し入れている。後述するように、その返信はおそらくなく、すがる思いで義松は、約束をとりつけ こともできずに黒田邸をたびたび訪問す めになったと想像される。
明治四十三年十一月二十二日付葉書
（二十八〇九八）
　（縦十四・一㎝、横九・〇㎝）
拝啓、
　
爾後意外之御無沙
汰奉謝候
　
偖此度、正木美術
学校長殿無恙御帰朝ニ相成候ニ付、兼て御預置たる水彩并ニ油繪之件ニ付、 打合致度存候間、御都合冝敷時日一寸御通知相願度、
　
餘者拝顔之上、
　　　　　　　　　　　　
早々、
東京麹町六丁目　黒田清輝様　　
横濱山手千四〇七、
　　
五姓田義松
十一月廾二日〈消印〉明治
（（年
（（月
（（日
（裏）（表）
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黒田清輝宛
　
五姓田義松書簡
　
影印・翻刻・解題
265
八三
拝啓、
　
時下秋鈴
〈ママ〉
之砌リ、
益々御清栄奉大賀候、偖、昨日両度参舘致候處、折あしく御不在ニて、無據書面を以て慨
〈ママ〉
略申述候者、本年五月頃差出置たる水彩畫及油繪冩生、小生揮毫之分ハ都合拾壱枚、此代金百二十円、渡辺之水彩冩生、八枚金六拾円、合計百八拾円、來月中旬ニ
明治四十三年十一月三十日付書簡
（二十八〇六〇）
　（縦十八・〇㎝、横六十二・五㎝）
黒田清輝宛五姓田義松書簡
（明治四十三年十一月三十日）
　
十二月を目前とした十一月末、二度も黒田のもとを訪れたにもかかわ
らず不在だったことから認められた書簡。この年五月頃黒田側に提出した作品の購入を求める内容である。その内訳は、水彩画、油彩画など義松作品計十一点、一二〇円。渡辺とあるのは文三郎だろう、その水彩画計八点、六十円。あわせて一八〇円を十二月中旬までに支払ってほしいと記す。五月以後ここに至るまでの交渉は、
No.	二十八

〇九八の解題
などに譲る ここで新しい情報として重要なのは、金額、そして文三郎の作品を義松が所蔵し売却 ようとした点である。水彩画が主であり作品 大きさなどの違いはあった せよ、一点十円 いしは れ以下で取引しようとしたことがわかる。　
渡辺文三郎は、義松の高弟であり義弟
）（
（
。その彼の作品が義松の手元に
あることは不思議ではない。現在、神奈川県立歴史博物館が所蔵する五姓田義松旧蔵作品群にも文三郎の若かり 日の姿を描いた作や、彼の教科書原画と思しき などが含まれてい らだ。　
ここであわせて、 『潤筆料受領』大正二年十一月二十八日の「八十円
　
東京美術学校
　
明治十年自像
　
巴里ニ於テ画シエチュド二面
　
其油画
参考品
　
此内十円ヲ渡辺芳柳へ贈ル」という記載に注目したい
）（
（
。この記
載にある「渡辺」 「芳柳」は、文三郎ならびに義弟である二世五姓田芳柳と推定される
）（
（
。このことから、義松晩年頃まで義弟たちと付き合いが
あった 認めら 。ただし、 『潤筆料受領』にあるこの記述に該当するのは明らかに義松作品であり、また本書簡で言及され 作品と思しきものは現在東京藝術大学大学美術館に所蔵されていない。そもそも同館には文三郎作品は現存しないことから、その行方や本書簡の詳細も謎である。　
作品の行方はともかく、何故義松が自身の作品売却益の一部を、義弟
二人に贈ったのかが問題となる。先 結論を述べれば 売却した作品を一定期間所有していたのが彼らだったからだと推測さ る。彼らが義松
△
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是非右金員御下渡しニ相成候様、御取斗被成下度、
　
此段
懇願致候、
　
先者右
用件迠、
　
草々拝具、
　　
十一月二十九日
　　 　　　
五姓田義松
　
黒田清輝様
東京麹町平河町六丁目　黒田清輝様　　 　
親展
〈消印〉明治
（（年
（（月
（0日
十一月二十九日　　　
横濱山手千四〇七、
　　
五姓田義松
封筒（縦二十・七㎝、横八・五㎝）（表）
（裏）
作品を所有していた理由は、義松が渡仏したためと推測される。その折に工房経営を実質的に担っていた渡辺文三郎らが、特に渡仏前の作品を所有することになったのだろう。このことを裏付けるのが、文三郎 妻幽香による義松作品売却である。また、留学中の作品や帰国の際に携えてきた作品の一部を父初代五姓田芳柳らに渡し、それらが二世芳柳に伝わった可能性が考えられる。そのような作品を義松が再び受け取り、黒田へ売却したものと推測さ 幽香の作品売却の背景など、あわせて別稿「黒田清輝宛五姓田義松書簡 読む」を参照されたい。（１）
　
渡辺文三郎の履歴や作品については、以下に詳しい。 「五姓田のすべ
て
　
近代絵画への架け橋」展図録
　
神奈川県立歴史博物館・岡山県立美
術館、平成二十年。
（２）
　『五姓田義松史料集』 、四九三頁参照。
（３）
　
二世五姓田芳柳の履歴や作品については、以下に詳しい。 「生誕一五
〇年
　
二世五姓田芳柳」展図録、坂東市立猿島資料館、平成二十六年。
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八五
拝啓、
　
過日書面を以て舊冩
生畫料金本月中旬御拂下方御配慮願上置候義ニ付、
　
明日佛國大使舘
其外諸用有之、出京可致候ニ付、参邸之上、是非御面會致、種々御話致度存候、
　
右者小生
之為メニ年末浮沈之大關係有 候間、
　
枉て御面談
被成下度、
　
前以て右願上候、
　　　　　　　　　
草々頓首、
　　
十二月四日
　　 　　　
五姓田義松
　
黒田清輝様
明治四十三年十二月四日付書簡
（二十八〇五九）
　（縦十八・〇㎝、横三十八・六㎝）
黒田清輝宛五姓田義松書簡
（明治四十三年十二月四日）
　
引き続き、旧作の買い上げを迫る書簡。この月すなわち十二月半ばま
でに支払ってほしいという内容は、一昨年来変わらぬ年末の掛取への支払い対応を考え のことだろ 。 「小生之為メニ年末浮沈之大關係有之」という表現は、些かも大げさではないのだろう。続いて、義松がフランス大使館に用事がある旨記されているもの 、この当時義松にどのような用事があったかは定かではなく、 単なる上京の口実と解せなくもない。是が非でも買い上げてほしいという強 希望が、本 を出した翌日直談判にうかがうという行動にあらわれる。当時の郵便 今日以上に迅速だったともいう 、それにしても急な話である。　
ここでこの十一月下旬から十二月半ばまでの義松の動向をまとめて
おこう。十一月二十二日付葉書
（
No.	二十八

〇九八
）
で面談を申し入れ、
二十八日に黒田邸を訪ねるも不在。翌日付の書簡
（
No.	二十八

〇六〇
）
で購入の催促をし、十二月四日付の本 簡で翌日訪問を報せ 翌五日に尋ねるも不在、そ て六日付書簡
（
No.	二十八

〇四六
）
にて改めて催
促すると続く。実にしつこく、文面は ずれも金銭の無心で り、義松を情けない 思うのが自然である。親切な黒田でなくとも、このような行動に辟易しても不思議はない
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東京麹町平河町六丁目黒田清輝様　　　　　
御直披
〈消印〉明治
（（年
（（月
（日
　
横濱山手中村町
　　
千四百〇七、
　　
五姓田義松
十二月四日
封筒（縦二十・八㎝、横八・八㎝）（表）（裏）
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八七
拝啓、
　
昨日御目ニ掛、
過日來段々書面を以て申上置候件ニ付、御談話致度、
　
夕景ながら参邸
致候ニ、不図御不在ニて甚失望仕候、
　
偖て其
節御女中の御取次を以て、本年度云々之義被仰候得共、
　
万一御會計
課之御都合有之候ハゝ、
　
繪畫代金の半
又
〈ママ ・ 額カ〉
ハ
三分の一丈年内ニ御下渡し相願度、
　
最早年
末も節迫致居候間 至
明治四十三年十二月六日付書簡
（二十八〇四六）
　（縦十八・一㎝、横五十六・〇㎝）
黒田清輝宛五姓田義松書簡
（明治四十三年十二月六日）
　
預けた作品の買い上げを催促する書簡。
No.	二十八

〇五九
書簡から
二日後の発給となる。他の書簡と比較して、 「甚失望仕候」など語気が強く荒い点に注意が引かれる。今まで年下であっても社会的地位のある黒田を立て、へりくだった表現に終始していたにもかかわらず、ここに至り、 礼を欠く表現を採用す そ 背景にあるのは義松の困窮であり、年末を直前とした義松 焦燥感が察せられる一通でもある。封筒表にも「至急」とあり、急いでいることは明白だ。しかし、事前に面談を申し入れたにもかかわらず黒田とは会えず、さらに女中の口を介して本年度の購 が難しいと申し伝えられた対応に義松は怒り心頭なの 。その怒りを抑えつつ、義松は必死に食 下がろうと、すが 思いで本書簡を認めたにちがいない。
△
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急御取斗被成下度、
　
右
奉願上候、
　
草々拝具、
　　
十二月六日
　　 　
五姓田義松
　
黒田清輝様
東京麹町平河町六丁目　黒田清輝様
　
　　 　　　
至急
〈消印〉明治
（（年
（（月
（日
十二月六日　　　
横浜山手中村町
　　
千四百〇七、
　　
五姓田義松
封筒（縦二十・七㎝、横八・二㎝）（表）（裏）
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八九
拝啓、
　
過日中村氏より來状
之趣きニて、慥ニ了解致候ニ付、昨日御不在中なれど彼繪畫引取申候、
　
就者、
右等差細の義ニ付、巴里以來多年御懇意之友情を減少致候事者小生不望處ニ御坐候間、
　
不相変御厚
情を希望仕候、
　
餘者來
陽貴顔ニ接し種々御話可致候、
　
草々不備、
　　
十二月十三日
　　 　　　　
五姓田義松
　
黒田清輝様
　
明治四十三年十二月十三日付書簡
（二十八〇四七）
　（縦十八・〇㎝、横四十・五㎝）
黒田清輝宛五姓田義松書簡
（明治四十三年十二月十三日）
　
義松が黒田に非礼を詫びる書簡。冒頭に登場する「中村氏」は、おそ
らく
No.	 二十一

〇三六書簡にも登場した中村勝治郎と推測される。そ
の彼の書簡を介して、黒田の意向が義松に伝えられたようだ。その旨を了解したと黒田に伝え、続いて黒田邸から絵画作品を引き上げたと報告する。そ あ に続く、 「右等差細の ニ付」が何を指示するかが、本書簡を読み く主眼となる。ちなみに「差細」は些細の誤記であ と考えられるが、その内容と義松がとった行動は決してわずかなものとはいえまい。
No.	 二十八

〇四六書簡ほかからも明らかな通り、何度も黒田
に購入を迫る書簡を送り、実際 黒田邸宅を訪れ直談判 ようともしていたことが「差細」と義松が記す内実である。しかし、結局のところ黒田には会えずじまいだった。 義松は自身の窮状を打開しようと たため、あまり もその働きかけが熱心になりすぎ、 ては強訴 ようにうつっただろう。そのような黒田側からの否定的 対応が、預けられた絵画を義松のもと 戻すことにつな り、そ 引き上げとそれに伴う詫び入れが本書簡だと推定される。 『潤筆料受領』によれば、この年そして翌明治四十四年、さらに大正元年も東京美術学校による義松作品買い上げはなく、次の購入は大正二年七月を待たなければならない
( （
(
。
（１）
　
別稿でも言及したが、東京藝術大学に伝わる資料によれば、明治四十
五年にも義松作品が東京美術学校に収められているという。義松側の記録に言及はなく、その詳細が判然としないため、本稿では触れるにとどめる。
△
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東京麹町平河町
〈以下、 開封時欠損カ〉
　黒田清輝様
〈消印〉明治
（（年
（（月
（（日
十二月十三日　　
横濱山手中村町
　　
千四〇七、
　　
五姓田義松
封筒（縦二十・八㎝、横八・二㎝）（表）（裏）
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九一
拝啓、
　
時下春暖之砌り、益々
御健勝奉賀候、
　
爾後
意外之 無沙汰万謝仕候、
　
偖、小生多年所
持致居候繪畫ニして御一見相願度物者、明治十年頃、鏡を以て自像を相認たる油繪実物大之半身、畫き方ハ純然たるワクマン流ニして 餘程黒色を帯居候得共、當時之畫風ハ充分相見居候、
　
客年白馬會
觀覧之節、ワクマン氏筆ニて亡父芳柳之
明治四十四年三月二十六日付書簡
（二十九〇五八）
　（縦十七・三㎝、横七十六・三㎝）
黒田清輝宛五姓田義松書簡
（明治四十四年三月二十六日）
　
明治四十三年内は頻繁にやり取りを交わした両氏だが、意外にも現存する同四
十四年の書簡はこの一通のみである。前年十二月十三日付からおよそ三ヵ月後の本書簡は、無沙汰を詫びることから始まる。前年の黒田による拒否を考えれば、本書簡の通り 三ヵ月ほど交渉がなかったと素直に理解するのが適当だろう。内容は明快で、またもや旧作を東京美術学校にて買い上げてもらう う仲介 求めるものである。ここで買い上げ 求め のは明治十年に制作された《自画像》 。第一回内国勧業博覧会で鳳紋賞を受賞した際 一点であ しかし、その受賞歴を記すことはなく、その作風に言及している点が本書簡の魅力である。　
曰く、 「ワクマン流」であることを強く主張する。 「黒色」とあるのは経年の汚
れか。だが、当時の画風が十分に見て取ることができ と記し、つまりは明治洋画史形成に資する作品だと訴えていると理解される。またそ 作風を黒田に伝えるために、前年五月十日から六月二 日ま 、上野公園竹之台陳列館にて開催の白馬会第十三回展 出品された「ワグマン
　
故五姓田芳柳氏の肖像（油） 」を引
き合いに出している。この言及により黒田の記憶を呼び覚まし、 《自画像》売却に結び付けようとしている。実に理にかなった説得である。　
しかし、この積極的な働きかけの効果はいま一つだったようだ。 『潤筆料受領』
によれば、本作の売却がかなったのは大正二年
（一九一三）
十一月二十八日のこ
と
）（
（
。記載は、以下の通り。 「八十円
　
東京美術学校
　
明治十年自像
　
巴里ニ於テ
画シエチュド二面
　
其油画参考品
　
此内十円ヲ渡辺芳柳へ贈ル」 。この年七月に
は別の作品が買い上げられており、ワーグマン流 作品は必ずしも速やかに買い入れられなかったことになる。別稿 て指摘している 義松は工部美術学校画学教授アントニオ・フォンタネージ 指導を明治十年二月から八月にかけて受けながらも、その事実を公然と認め
い
）（
（
。むしろフォンタネージの指導を否定し、
自らの師はワーグマンただ一人 主張してやまないのである。 主張が えって、明治洋画史構築を模索していた黒田らにとって芳しくな と理解されたのもしれない。また、この頃から黒田による義松作品購入の傾向が、パリ時代、いわば本場の油彩画から 明治前期、 明治洋画史形成を示す作品へと変化している。
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九二
小形油畫肖像を見とめ申候、
　
其畫ニ極似たる
認方ニて、且つ縁固も有之
　
面白き事かと被存候ニ付、参考品之中へ御買上ニ相成候ハゝ、幸甚之至ニ奉存候、
　
先つ此書面右
相伺申候、
　
御一報次第
持参可致候、
　
草々
　　　　　　　
頓首、
　
三月六日
　　 　
五姓田義松
　
黒田清輝様
東京麹町六丁目黒田清輝様　　　　
親展
〈消印〉明治
（（年
（月
（（日
三月廾六日　　
横濱山手中村町
　　
千四〇七、
　　
五姓田義松
封筒（縦二十一・〇㎝、横八・六㎝）（表）（裏） このことの詳細は、別稿「黒田清輝宛五姓田義松書簡を読む」を参照されたい。（
（）　『五姓田義松史料集』 、四九三頁参照。
（
（）　『五姓田義松史料集』 、三六︱三七
△
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九三
黒田清輝宛五姓田義松葉書
（大正三年一月一日）
　
現存する黒田清輝宛五姓田義松書簡群の末尾となる葉書。大正三
年元旦を祝する年賀状。内容はともかく、印刷物である点に興味が引かれる。少数に年賀状を発行するのであれば、手書きで済む。しかし、印刷していることを考えると、第一に同様のものを複数人に送ること 第二に複数年 わたり継続して使用すること 第三に義松以外の人物が義松 代わり発送することの三点が推定される。第一の推論は挙げるものの、当時の義松の交友関係は広かったのか誰に送ったのか、現段階では判然としない。第二の推論は、 「大正三年」という記載のうち、 「三」のみが肉筆、それ以外が印刷ることから推定される。第三の推論は、本賀状の宛名書きの筆跡が明らかに他の書簡とは異な から成り立つ。宛名書筆者 可能性があるとすれば妻キクか息子義彦であるが 両者 確かな 跡が判然とせず、 確かなこ はわからない
）（
（
。いずれにしても、 本賀状は、
義松の人柄のうち律儀 一面、ま 義松近親者のことがらを伝える貴重な資料である。（
（）　
義松の妻キク、息子義彦について判明していることがらは、以
下で言及している。 『五姓田義松史料集』 、一五二
︱
一五三頁なら
びに五︱八頁参照。
謹賀新年　　
併て平素疎遠を謝
　　
尚倍舊御厚情祈る
大正三年一月元旦　　
横濱市山手中村町千四百〇七番地
　　
五姓田義松
東京市麹町区六ノ十四　
黒田清輝様
〈消印〉大正
（年
（（月
（（日
大正三年一月一日付葉書
（十九〇八五）　（縦十四・〇㎝、横九・〇㎝）
（裏）（表）
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美
　
術
　
研
　
究
　　
四
　
二
　
一
　
号
276
九四
拝啓、
　
先般書面を以て
願上置候通リ、昨今非常なる場合ニ相成居候間、兼而美術学校へ搬入致置たる三種取交繪畫、小生之希望を多少価
減
〈ママ ・ 格カ〉
じ候とも、全
部御採用を願わしく存候得共、
　
又諸君之御考も
可有之ニ付、
　
御採用ニ相成
たる分代金御拂渡ニ相成候様御盡力被成下度、
　
餘ハ
他日拝顔之上、
　
先者
　　　　　　　　　
要用迄、
　
草々頓首、
　
九月廾四日
　　　
年不詳九月二十四日付書簡
（二十〇〇一）
　（縦十七・七㎝、横四十五・〇㎝）
黒田清輝宛五姓田義松書簡
（年不詳九月二十四日）
　
消印がないため、発給年が不詳の書簡。東京美術学校に搬入した作品
「三種取交絵画」を「採用」してほしい旨が切々と訴えられている。この場合の採用とは、教育参考作品として買い上げることと考えて間違いあるまい。複数点あるために、 それぞれの希望価格が多少下がろうとも、すべて一括で買い上げてほしいと義松は記す。本書簡に記される貴重な情報に、 「三種」とある。 「種」 いう字を重視すれば鉛筆・水彩・油彩の画材の種類、あるいは三点という員数を意味すると考えられる。　
本書簡の発給年を特定するうえで、 その売却作品の詳細に注目すると、
義松作品 売却記録『潤筆料受領』の次の二項が注目さ 。明治四十二年五月二十六日の「百十五円
　
美術学校ヨリ
　
旧写生画張交
（大小）
五枚」 、同四 二年十一月 日の「百二十九円
　
美術学校ヨリ
　
仏国
巴里ニ於テ写生エチウド油画婦人二枚、明治初年束写小形三枚 同ク日本婦人一枚」である
）（
（
。別稿に掲載した東京藝術大学所蔵五姓田義松作品
目録にあるように、多くの作品の納入年月日と納入者が特定され 『潤筆料受領』の内容ともおおよそ合致することから、本書簡に言及された作品が納入されたとすれば、いずれにしても明治四十二年と考え ことができる。　
素直に読めば、十一月十五日付の後者の記述が、先の三種類説を支持
するのに加え「三枚」という員数、 ある はそもそも読点で区切った「種」 、 そのいずれとも適合する。 前者の記載に照 する内容も明確でなく、その点では可能性は捨てきれないまでも、後者 十一月納入品のための支払いの催促すなわち明治四十二年九月に発給されたと考え が適当だろう。　
本書簡の記述で不詳ながら注意すべき個所は、 「又諸君之御考も可有
之ニ付」である。諸君とはいった 誰か。素直に読めば「諸君 とは複数名を意味するだろうから、東京美術学校関係者複数名を指示するものと推測される。黒田の意向と東京美術学校の運営は必ずしも一致 る
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黒田清輝宛
　
五姓田義松書簡
　
影印・翻刻・解題
277
九五
　　　　　
五姓田義松
　
黒田清輝様東京麹町六丁目　黒田清輝様
　
　　 　
親展
横浜山手中村町　　　
五姓田義松
　
九月廿四日
封筒（縦二十・二㎝、横七・九㎝）
（表）
（裏）
のではなかったことがここから類推されるとともに、義松はその両者を明確に意識し、黒田に働きかけている実態が理解される。関連して、明治四十三年六月三十日付葉書
（
No.	十九

〇八五
）
の解題ほかを参照され
たい。（
（）　『五姓田義松史料集』 、四八四︱四八五頁参照。
421.indb   277 17/02/23   8:50
